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チョコレートの世界史
2003 年 1 月 25 日

私たちに身近なお菓子、チョコレート。その原料となるカカオは、中南米の限られた地域にのみ生育

する植物で、メソアメリカ文明圏では飲み物として珍重されていた。大航海時代にヨーロッパに紹介さ

れると、カカオをココアバターとココアに分解する技術が開発され、食べるチョコレートとして利用さ

れるようになった。その結果、20 世紀前半にはアフリカで、後半には東南アジアでカカオ栽培が拡大

するとともに、ココアバターの代用品となる植物油脂の需要が高まった。まさしく、世界経済の発展に

ともなって、カカオおよびチョコレートは、さまざまな地域の人びとの暮らしと関わるようになったの

である。

報告ではまず、八杉佳穂氏（国立民族学博物館）が、中南米でのカカオ利用に関して、発掘史料や文

書史料の豊富な写真を交えて報告を行った。カカオにはさまざまな薬効が認められ、力の源泉として王

族や貴族に好まれていたこと、そして、生育地域が限定されているために貨幣や交易品としても流通し

ていたことなどが指摘された。これらはいずれも、カカオがヨーロッパに伝播した背景として重要な指

摘であろう。また、質疑応答では、ヨーロッパにおけるカカオ加工技術の発達に話が及び、次の高根氏

の報告への橋渡しがなされた。

高根務氏（アジア経済研究所）の報告は、ヨーロッパにおけるカカオ需要の増大を背景に進展した、

アフリカ地域（とくにガーナ）におけるカカオ栽培の拡大についてであった。このなかで高根氏は、植

え付けから収穫までの期間が長いカカオ栽培が大規模プランテーション向きでなく、むしろ小農経営向

きであることを指摘した。また、小作者として移入してきた者が長期契約を結ぶことで地主へ転身する

しくみなど、カカオ栽培が拡大するなかでガーナ社会が編み出してきた慣習的な土地制度が具体的に論

じられた。

最後に、百瀬邦泰氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）が、チョコレート製造におい

てココアバターの代用品となる、フタバガキ種子について報告を行った。熱帯雨林に生育するこの植物

は、毎年の結実量に大きな変動があり、このことが輸出額の年変動をもたらしている。報告では、一斉

開花時にミツバチや甲虫類が活発にフタバガキの花を利用するようになるという、生態学の先端的な話

題をふまえ、以下の重要な指摘がなされた。フタバガキ種子収穫は数年に一度のボーナスと考えるべき

であり、収量安定のために生産管理を行おうとすると生態系の破損を招くおそれがある。

総合討論は、コメンテーターの田中耕司氏（京都大学東南アジア研究センター）の発言を皮切りに進んだ。

植物油脂を用いて食生活のレパートリーを増やす傾向は世界に広くみられるが、かつては高級だった

チョコレートの大衆化に象徴されるように、油脂の需要はかつてなく増大している。カカオ栽培は、東
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南アジアでもアフリカと同様の方法で、しかも数倍のスピードで拡大している。同じ油糧作物であるア

ブラヤシも同様で、海外におけるブームが東南アジアの生活や森林を改変ないし破壊しているといって

も過言ではない。現代日本人は、こうした現状にできるだけ自覚的になるべきであるし、本研究会でも

折にふれて話題とされるべき事がらであろう。

飯田　卓（国立民族学博物館）


